
世界一のタックルを体感！車いすラグビー金メダリストとの交流 

 本校では、パリ 2024 パラリンピック競技大会車いすラグビー金メダリストである池崎大輔選手と島川慎一選

手をお招きし、高等部就業技術科と肢体不自由教育部門高等部の生徒を対象に「 笑顔と学びの体験活動プロジェ

クト」を実施しました。 

 はじめに、世界トップレベルの迫力あるタックルのデモンストレーションを見学しました。体育館には激しい

衝突音が響きわたり、生徒たちは大興奮でした。続いて、実際に競技用車いすに乗る体験や、試合形式の活動に

挑戦しました。みんな初めてとは思えないほど上手に車いすを操作し、スピード感のあるプレーや果敢なタック

ルプレーに挑み、試合は大いに盛り上がりました。 

 第１部では、肢体不自由教育部門の生徒と高等部就業技術科の生徒が両選手を交えてパス回しをしたり、混合

チームを作って試合をしたりしました。初対面の生徒同士が協力し、ゴールが決まるとハイタッチをして喜び合

う姿が見られ、部門の枠を超えた温かい交流が実現しました。金メダリストの両選手から直接アドバイスをもら

いながら、一生懸命プレーする生徒たちの笑顔が輝いていました。 

 終了後には、両選手の金メダルを間近で見せていただき、実際に触れさせていただく貴重な機会もあり、生徒

たちはその重みと輝きを手のひらで感じながら、大きな刺激を受けた様子でした。 

 世界の第一線で活躍する選手から、目標をもって努力することや仲間を思いやることの大切さを教えていただ

き、笑顔と学びあふれる忘れられない時間となりました。 

 


